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天界227　　　　　　　　　　　天　界　薪　知　識　　　　　　　　　　　　　153
電離の酸素線（波長は，計算上，4931・8Aとなる）が無ければならなV・と考へ
られてるたが，最近までは誰も己れに近い光線を護見しなかった．しかるに，
1938年に至って，三盛のBowen及Wyseの爾氏がN．　G．　C．6572及びN．
G．C．7027といふ二つの遊・星形星霧のスペク1・ル中にJi・ヒの光線を即断し，叉フ
ランスのJ．Dufay，　M．　Bloch爾氏がλ4932．2土。．6　Aといふ光線をヘルク
レス新畢のスペク1・ル中に見つけた．尤もヘルクレス新星のスペクトルを前に
研究したヰルソン山のAdams，　Joy爾氏は此の線を認めなかったらしいが，ミ
シガン大學のMcLaughlin氏の親測報告中には此の新星のスペクi・ル中に現は
れた一未知線として糾9325Aといふのを獲表してみる．又，最近，　Wysc氏
は去る1918年8月の鷲座新星のスペクトル中の爲眞を調査して・λ4932Aの線を
2回も認めた．これにより，今や酸素の二重電離線の3つが皆完至に認められ
たわけであるが，しかし不思議なことに，5007Aと4959Aとは1936年以後に
薯＝しく淡くなったけれど，λ4932Aは，さほどでもなく，1938年中に佛國リヨ
ンの天文毫で撮ったスペクトルより三半中に尚見えてみる．
　Pasternak氏の研究によると，上記の酸素三重線のil囲度相の公算率は，
　5007線　自口t，31）L・一ID2　が　　　　毎秒0．016
　4959　，！　u　3Pl－ID2　t／　O．0055
　4932　u’　ti　3Po－ll）2　u　O．OOOOO13
であるから，λ　4932A線は公算…率が少さいことは小さV・が，しかし，スペクト
ル中の在民は此の割合ぴよりも大きV・．
　　　　　　　　今年中の太陽と月の物理週期の表
　太陽や月の表面の槻測者のために，下の如き週期が一般に用ゐられる．（本
誌附録天象欄を見られよ．）太陽は1854年以來Carringtonの自樽週期25・38に
よって計算したもの，叉，月面は1923年以來Brown氏流にLunationを数へ
たものである．
　　太陽自韓の表　　　　　　　　　　　ロ第l155期の初め　1940年1月14・・63
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